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丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち

　4月から閉園となる瑞穂地区の梅田・質美の
両保育所。園児たちは桜の咲くころ、統合先の
桧山保育所で新しい保育所生活を迎えます。
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お
年
寄
り
と
手
芸
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に

ゲ
ー
ム
し
た
り
し
て
過
ご
す
の
は
楽
し
い
で

す
」
と
話
す
の
は
、
山
根
佳
代
さ
ん
（
瑞
穂
中
・

二
年
）
だ
。
山
根
さ
ん
は
、
春
休
み
や
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
て
、
自
主
的
に
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
き
っ
か
け
は
、
小
学
五
年
生
の
と
き
だ

っ
た
か
な
・
・
・
。
夏
休
み
に
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
も
う
』
と
い
う
課
題
が
あ

り
、『
ほ
ほ
え
み
』（
瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
愛
称
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
振

り
返
る
山
根
さ
ん
。
以
来
、
山
根
さ
ん
は
学

校
の
長
期
休
暇
中
に
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
以

外
に
時
間
を
見
出
し
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ

い
の
時
間
を
持
っ
て
い
る
。

山
根
さ
ん
の
活
動
の
場
は
瑞
穂
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
和
田
）。
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ
を

利
用
す
る
高
齢
者
た
ち
と
共
に
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
り
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
入
り
の
ポ
プ
リ
づ

く
り
な
ど
の
手
芸
を
手
伝
っ
た
り
し
て
い
る
。

一
方
で
、
乳
幼
児
と
保
護
者
ら
が
集
う
子
育

て
支
援
事
業
「
リ
ト
ル
ほ
い
く
え
ん
」
で
乳

幼
児
の
世
話
や
遊
び
相
手
に
な
る
な
ど
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
山
根
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、「
平
成
十
八
年
度
南
丹
船
井

地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
こ
ど
も
福
祉
活

動
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
ま
で
活
動
を

続
け
て
き
た
背
景
と
し
て
山
根
さ
ん
は
、
母

親
が
福
祉
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
影

響
も
大
き
い
と
話
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、「
人
と
接

す
る
う
え
で
、『
気
づ
か
い
』
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
」
と
山
根
さ
ん
。「
今
後
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。「
将
来
は
、
福
祉
関
係
の
仕
事

が
で
き
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

山
根
さ
ん
の
顔
に
笑
み
が
浮
か
ん
だ
。

「気づかい」の大切さ学んだ
山根 佳代さん（瑞穂中・２年）　質美
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日
に
日
に
あ
た
た
か
さ
が
増
し
、
春
め
い
て
き
た
。
三
月
は
卒

業
シ
ー
ズ
ン
。
別
れ
の
季
節
で
あ
る
と
と
も
に
新
し
い
生
活
へ
の

準
備
期
間
で
も
あ
る
。
皆
さ
ん
は
卒
業
式
に
ど
ん
な
思
い
出
を
お

持
ち
だ
ろ
う
か
。
編
集
子
に
は
こ
れ
と
い
っ
て
思
い
出
は
な
い

が
、
唯
一
、
大
学
の
卒
業
式
当
日
の
こ
と
は
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

編
集
子
が
所
属
し
て
い
た
ホ
ッ
ケ
ー
部
で
は
先
輩
を
後
輩
が
胴

上
げ
を
し
て
送
り
出
す
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
編
集
子
も
卒

業
す
る
と
き
に
は
宙
を
舞
っ
た
。
後
輩
時
代
に
は
、
う
つ
伏
せ
で

担
が
れ
て
宙
に
舞
う
先
輩
、
勢
い
よ
く
胴
上
げ
さ
れ
、
ス
ー
ツ
が

破
れ
て
し
ま
っ
た
先
輩
な
ど
も
見
て
き
た
。「
果
た
し
て
後
輩
た

ち
は
ど
ん
な
胴
上
げ
で
送
り
出
し
て
く
れ
る
の
か
？
」、
少
し
の

不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
、
後
輩
た
ち
を
信
頼
し
身
を
任
せ
た
の
だ

が
、
や
は
り
頭
を
し
っ
か
り
抱
え
て
、
宙
に
舞
っ
て
い
た
の
を
思

い
出
す
。
社
会
に
出
る
直
前
の
「
卒
業
」
と
い
う
も
の
は
、
や
は

り
最
も
印
象
に
残
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
れ
か
ら
十

年
。
ま
だ
胴
上
げ
の
恒
例
行
事
は
続
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ふ
と

考
え
て
し
ま
っ
た
。
▼
職
場
に
お
い
て
は
、
三
月
は
年
度
の
締
め

く
く
り
。
今
年
度
も
無
事
に
十
二
号
の
広
報
京
丹
波
を
発
行
で

き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
だ
。

（
Ｙ
）

人口 17,627(－11）
男 

8,362（－11）
女 

9,265（± 0）
世帯数 6,501（＋ 1）

わたしたちの町

3月1日現在／（　）は前月比

編
集
後
記

４月から新しい友だちと
いっしょだね

梅田保育所

質美保育所

やま ね か よ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
京
丹
波
（
第
十
六
号
、
二
月
十
五
日
発
行
）
の
九
ペ
ー
ジ
、『
京

丹
波
町
き
ら
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
』
の
本
文
八
行
目
、「
現
在
、
会
員

は
二
十
五
人
。」
は
、「
現
在
、
会
を
運
営
す
る
代
表
委
員
は
二
十
五
人
。」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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昨年5月に運行を開始した町営バス。各路線のこれまでの利用状況や利用される皆様の声などを踏まえ、このほど、路

線、便数、停留所の配置、時刻表など運行全般にわたって点検し、見直しを行いました。

利用される皆様にとって、より便利で、利用しやすい運行を、また、さらに効率的な運行を目指して、4月1日から町営

バスの運行が変わります。主な改正点は次のとおり。次ページから改正時刻表をお伝えします。

4月1日から
町営バスの運行が
変わります

和
知
地
区
で
は
従
来
か
ら
、
停
留
所
で
な
く
て
も
乗
降
が

で
き
る
「
フ
リ
ー
乗
降
区
間
」
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
丹

波
・
瑞
穂
の
両
地
区
で
も
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
が
さ
ら
に
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
、
新
た
に
フ
リ
ー
乗
降
区
間
を
増
設
し
ま

す
。
利
用
で
き
る
区
間
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
し
て
い
る

改
正
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
区
間
の
乗
降
に
際
し
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
フ
リ
ー
乗
降
区
間
は
交
通
量
の
少
な
い
区
間
に
設
定
し
て

い
ま
す
が
、
安
全
確
保
の
面
か
ら
交
差
点
や
見
通
し
の
悪

い
カ
ー
ブ
、
勾
配
の
急
な
坂
道
、
横
断
歩
道
の
前
後
な
ど
で

の
乗
降
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
ご
利
用
の
場
合
は
、
必
ず
バ
ス
停
側
（
バ
ス
の
進
行
方
向
に

向
か
っ
て
左
側
）
で
待
ち
、
バ
ス
が
近
づ
け
ば
、
手
を
あ
げ

て
運
転
手
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
フ
リ
ー
乗
降
区
間
の
利
用
時
間
は
、
通
学
時
間
帯
を
除
き

ま
す
。

●
お
降
り
の
際
は
、
運
転
手
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
電
車
・
バ
ス
と
の
接
続
や
病
院
の
利
用
時
間
な
ど
を

考
慮
し
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
限
り
こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
、
各
路
線
の
時
刻
を
調
整
し
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
ス
ク
ー
ル
便
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み

や
代
休
な
ど
の
休
校
日
は
す
べ
て
運
休
に
し
、
利
用
が
極
端

に
少
な
い
便
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
昨
年
五
月

の
運
行
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
の
各
路
線
の
利
用
状
況
を
踏
ま

え
、
便
数
や
経
路
を
改
正
し
、
運
行
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。　

停
留
所
の
新
設
と
廃
止

「
椿
坂
」
と
「
ひ
か
り
小
学
校
下
」
を
新
設
し
ま
す
。

現
行
で
利
用
客
の
な
い
「
北
久
保
口
」
を
廃
止
し
、
同
バ
ス

停
か
ら
Ｊ
Ｒ
下
山
駅
方
面
へ
約
百
メ
ー
ト
ル
先
に
「
知
野
辺

天
神
前
」（
知
野
辺
区
公
園
前
）
を
新
設
し
ま
す
。

※
時
刻
表
で
は
、
新
設
の
停
留
所
を
　
　
　
囲
み
で
表
し
て
い
ま
す
。
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■町営バス利用者数の推移
  一　般 生徒学生など 合　計

 5月 3,604 17,077 20,681

 6月 3,762 19,530 23,292

 7月 3,369 12,662 16,031

 8月 3,984 3,019 7,003

 9月 3,550 17,508 21,058

 10月 3,909 18,248 22,157

 11月 3,441 17,160 20,601

 12月 3,911 13,741 17,652

 1月 3,075 14,755 17,830

 2月 3,155 16,371 19,526

一般利用者 生徒学生など

便
利
で
効
率
的
な
運
行
を

目
指
し
、
ダ
イ
ヤ
を
改
正

フ
リ
ー
乗
降
区
間
を

増
や
し
ま
す

利用者数は、学校の夏休み、冬休み期間を除いて、毎月約２万～２万３，０００人で推移。利用者の約８０％が小中学校の生徒・児童という
状況です。一般利用者の多くは高齢者で、通院や買い物で利用されています。

須知幼稚園前（須知）
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４月１日から町営バスの運行が変わります

時

刻

表
※
全
路
線
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）は
運
休

※｢

フ
リ
ー｣

・｢

フ
リ
ー
乗
降｣

の
表
示
区
間
は
、バ
ス
停
以
外
の
場
所
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。

時

刻

表
※
全
路
線
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）は
運
休

※｢

フ
リ
ー｣

・｢

フ
リ
ー
乗
降｣

の
表
示
区
間
は
、バ
ス
停
以
外
の
場
所
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。

丹
波
和
知
線

丹
波
桧
山
線

小
野
鎌
谷
線

質
美
線

仏
主
線

長
瀬
線

猪
鼻
戸
津
川
線

竹
野
線

高
原
下
山
線
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せまい道

基本構想案を
町長に答申

京
丹
波
町
総
合
計
画
審
議
会（
谷
勝
彦
会
長
、

委
員
二
十
人
）は
二
月
七
日
、役
場
町
長
室
で
、町

総
合
計
画
の
基
本
構
想
案
に
つ
い
て
答
申
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
同
審
議
会
を
代
表
し
て
谷
勝
彦
会
長
と
野

間
重
男
副
会
長
が
松
原
茂
樹
町
長
の
も
と
を
訪
れ
、
昨
年

八
月
十
日
に
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た
総
合
計
画
の
基
本

構
想
に
つ
い
て
、
十
年
後
の
京
丹
波
町
の
将
来
目
標
像
を

「
人
の
ぬ
く
も
り
と
ふ
れ
あ
い
が
奏
で
る
躍
動
の
ま
ち
　
丹

波
高
原
文
化
の
さ
と
郷
●
京
丹
波
」
と
す
る
案
を
答
申
し

ま
し
た
。

谷
会
長
は
「
町
を
取
り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
る
べ
き
方
向
に
つ
い
て
、
各
委

員
の
町
に
対
す
る
熱
い
思
い
と
期
待
を
集
大
成
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
述
べ
、
松
原
町
長
に
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。答

申
書
で
は
、「
こ
の
基
本
構
想
案
に
掲
げ
て
い
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
人
材
育
成
を
は

じ
め
町
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
極
め
て
大
き
い
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
各
施

策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図

り
、
町
民
が
誇
り
と
希
望
、
そ
し
て
一
体
感
の
持
て
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
、
ま
い
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
し
て

い
ま
す
。

京
丹
波
町
総
合
計
画
は
、
平
成
二
十
八
年
度
を
目
標
年

次
と
し
、
今
後
十
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
定

め
る
も
の
で
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
で
構
成
。

こ
の
う
ち
基
本
構
想
は
、
京
丹
波
町
が
こ
れ
か
ら
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
や
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
定
め
る
も
の
で
す
。

町
は
、
今
回
答
申
さ
れ
た
基
本
構
想
案
を
三
月
の
議
会

定
例
会
に
提
案
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
正
式
に
決
定
し

ま
す
。

総合計画
審議会情報

時

刻

表
※
全
路
線
、年
末
年
始（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）は
運
休

※｢

フ
リ
ー｣

・｢

フ
リ
ー
乗
降｣

の
表
示
区
間
は
、バ
ス
停
以
外
の
場
所
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。

上
乙
見
線

才
原
大
簾
線

長
瀬
線

才
原
線

さ
と

松原町長に答申書を手渡す谷会長（右手前）と野間副会長（右奥）（役場町長室）
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今回は、最近５年間の歳出経費の総額

や義務的経費、経常収支比率の推移、状

況などをみていきます。

普通会計歳出総額の平成１７年度決算額は１２２億９，０００万円。限られた財

源の中での歳出規模になっています。

歳出の内容については、義務的経費（人件費、扶助費、公債費）、投資的経

費（普通建設事業費など）、その他経費に大きく区分しています。

義務的経費については財政健全化に向けて、ここ数年、規模の縮小に努め

ていますが、扶助費（医療費扶助など）については、高齢化の影響を受け、今

後増加していく傾向にあります。また、町債（建設事業のため、これまでに借

り入れたお金）の返済金である公債費についても、今後、高水準で推移する

見込みです。

歳入が減少している中で、義務的経費が増加する傾向が続けば、財政状況

にゆとりがなくなり、住民ニーズにこたえる事業の予算化が困難になります。

【義務的経費】
歳出のうち、支出が義務づけられる経費です。具体的には人件費、扶助費（医療費扶助など）、公債費（町債の償還費）です。

【投資的経費】
生産的な経費のことをいいます。具体的には道路や各種施設を整備するなどの経費であり、普通建設事業が主なものです。

【その他経費】
義務的経費、投資的経費を除いた経費です。物件費（事務的経費や繰出金などの経費）などが主なものです。

まちの
財政状況
［3］

シリーズ

義務的経費は、その性格が「支出を義務づけられ

ている経費」であることから、健全な財政運営を行

ううえで大きく影響するものです。

三位一体の改革による影響を受け、歳入総額の

確保が厳しい現状の中で、義務的経費の削減に取り

組んでいます。平成１７年度決算は約４６億５，０００万円

で、平成１３年度から比較すれば人件費などが減少し

ているものの、今後、高齢化の影響により扶助費が

さらに増加し、また、町債の償還費である公債費に

ついても高水準で推移することが見込まれているこ

となどから、これらの経費が今後の財政運営に及ぼ

す影響が懸念されます。

義務的経費

投資的経費

その他経費

人件費 公債費 扶助費

 年度 義務的経費 投資的経費 その他経費 計

 Ｈ１３ 48億7,000万円 38億8,700万円 41億8,800万円 128億8,200万円

 Ｈ１４ 49億3,000万円 43億1,100万円 42億4,800万円 134億8,900万円

 Ｈ１５ 49億3,400万円 25億2,000万円 40億6,700万円 115億2,100万円

 Ｈ１６ 51億9,300万円 26億4,200万円 49億2,600万円 127億6,100万円

 Ｈ１７ 46億5,100万円 35億4,700万円 40億9,200万円 122億9,000万円

【経常収支比率】
財政構造の弾力性を示す指標です。

経常的一般歳出経費に対して、町税や地方交

付税など経常的一般財源収入がどの程度使わ

れたかを表す比率で、この比率が低いほど、財政

構造が弾力性に富んでいることを示します。

町の財政状況を示す指標のひとつに経常収支比

率があります。町税や普通交付税など経常的に収入

される経費に対して、人件費や公債費などの経常的

に支出される経費が占める割合により算出し、財政

構造の弾力化を示す指標として用いられます。

この数値が高いほど、財政運営が硬直化している

ことを示しています。標準的には７０～７５％程度が

望ましいとされています。

経常的な歳出経費を削減することが比率の改善

には不可欠であり、その節減努力を行っているものの、

経常的な歳入の著しい減少が影響し、京丹波町の平

成１７年度決算による比率は９３．６％となり、財政の硬

直化が著しい状況です。
経常一般歳入 経常一般歳出  経常収支比率

 年度 経常一般歳入 経常一般歳出 経常収支比率

 Ｈ１３ 72億2,500万円 65億 300万円 90.0％ 

 Ｈ１４ 70億9,000万円 64億9,800万円 91.6％ 

 Ｈ１５ 70億1,600万円 66億1,100万円 94.2％ 

 Ｈ１６ 67億9,100万円 65億4,000万円 96.3％ 

 Ｈ１７ 68億1,900万円 63億8,000万円 93.6％ 

歳出経費の推移

経常収支比率の推移

義務的経費の推移

※１００万円未満四捨五入により、表内において合致しない個所があります。

0 40 80 120 160億円

H17

H16

H15

H14

H13

年度

年度

 年度 人件費 公債費 扶助費 計

 Ｈ１３ 24億  800万円 20億7,400万円 3億2,500万円 48億  700万円

 Ｈ１４ 23億6,800万円 22億4,300万円 3億1,900万円 49億3,000万円

 Ｈ１５ 23億2,900万円 21億7,900万円 4億2,600万円 49億3,400万円

 Ｈ１６ 23億5,300万円 23億2,700万円 5億1,300万円 51億9,300万円

 Ｈ１７ 21億  400万円 20億5,100万円 4億9,600万円 46億5,100万円
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﹇
第
５
回
﹈

地
域
振
興
組
織﹇
2
﹈

瑞
穂
地
区
の
地
域
振
興
組
織

「
シ
リ
ー
ズ
・
地
域
自
治
の
ス
ス
メ
」で
は
、「
地
域
自

治
」に
よ
る
、住
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す

前
回（
広
報
京
丹
波
第
十
三
号
、平
成
十
八
年
十
一
月
号
）は
、地
域
振
興
組
織

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
事
例
と
し
て
広
島
県
安
芸
高
田
市
の
地
域
振
興
組

織
の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。今
回
か
ら
は
、町
内
既
存
の
地
域
振
興
組
織
の
概

要
を
み
て
い
き
ま
す
。

瑞
穂
地
区（
旧
瑞
穂
町
）に
は
、旧
村（
桧
山
、梅
田
、三
ノ
宮
、質
美
）単
位
に
四

つ
の
地
域
振
興
組
織
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
活
性
化
や
住
み
良
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

山
地
域
振
興
会
は
、
旧
桧
山
村
を
区
域
と

し
て
、
同
区
域
内
に
あ
る
九
つ
の
区
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

会
員
は
区
長
や
同
地
域
在
住
の
議
員
、
財
産
区

管
理
会
委
員
ら
十
九
人
。
同
地
域
内
の
各
区
か
ら

出
さ
れ
る
行
政
へ
の
要
望
事
項
の
集
約
、
各
関
係

機
関
へ
の
請
願
・
陳
情
を
は
じ
め
、
各
区
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
の
現
地
踏
査
や
、
先
進
的
な
地
域

振
興
に
取
り
組
む
市
町
村
へ
の
視
察
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

田
地
域
振
興
会
は
、
梅
田
地
域
（
旧
梅
田
村

の
区
域
）
の
八
つ
の
区
で
構
成
。
区
長
や
同

地
域
在
住
の
議
員
、
財
産
区
管
理
会
委
員
ら
十
九

人
を
会
員
と
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
活
動
と
し
て
は
、
地
元
住
民
が
登
下
校

す
る
児
童
に
つ
れ
添
っ
て
歩
い
た
り
、
通
学
路
に

出
て
声
を
か
け
た
り
す
る
「
学
校
見
守
り
活
動
」

へ
の
協
力
・
支
援
や
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る

ま
ち
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
住
民
相
互
の

交
流
を
図
る
た
め
、
町
内
の
施
設
や
企
業
を
見
学

す
る
「
町
内
め
ぐ
り
」
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。ノ

宮
地
域
振
興
会
は
、
三
ノ
宮
地
域
（
旧
三

ノ
宮
村
の
区
域
）
の
八
つ
の
区
で
構
成
。

区
長
や
同
地
域
在
住
の
議
員
、
財
産
区
管
理
会
委

員
を
は
じ
め
、
地
元
の
老
人
会
や
女
性
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
代
表
者
な
ど
三
十
二
人
を
会
員
と
し
て
構
成

し
て
い
ま
す
。

同
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
に

も
な
っ
た
戦
国
武
将
・
山
内
一
豊
に
ゆ
か
り
の
あ

る
「
三
之
宮
城
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
い
で
い
こ
う
と
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
同
城
跡

の
あ
る
城
山
（
三
ノ
宮
小
の
裏
山
）
の
整
備
に
着

手
。
会
員
ら
は
遊
歩
道
整
備
や
案
内
看
板
の
設
置

な
ど
手
づ
く
り
の
城
山
公
園
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
山
内
氏
の
系
譜
な
ど
の
文
献
調
査
に
も

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
、
こ
れ
ら
発
掘
し
た

地
域
資
源
を
軸
と
し
て
地
域
の
活
性
化
と
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
し
て

い
ま
す
。美

地
域
振
興
協
議
会
は
、
質
美
地
域
（
旧

質
美
村
の
区
域
）
の
七
つ
の
区
で
構
成
。

同
地
域
の
す
べ
て
の
住
民
が
会
員
で
あ
り
、
区
長

や
同
地
域
在
住
の
議
員
、
財
産
区
管
理
会
委
員
、

公
民
館
長
、
地
域
内
の
学
識
経
験
者
ら
が
構
成
員

と
な
っ
て
同
会
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

運
営
面
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
般
の
住
民
を
構

成
員
と
し
て
委
嘱
し
、
運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
点
。
任
期
の
あ
る
役
職
者
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
住
民
が
運
営
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
あ
る

程
度
メ
ン
バ
ー
が
固
定
さ
れ
、
長
期
的
に
ス
ム
ー

ズ
な
会
の
運
営
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同

会
に
は
「
文
化
環
境
委
員
会
」「
産
業
活
性
化
委
員

会
」「
地
域
活
性
化
委
員
会
」
の
三
つ
の
委
員
会
が

置
か
れ
、
環
境
対
策
、
地
域
の
伝
統
行
事
で
あ
る

質
美
八
幡
宮
曳
き
山
行
事
の
保
存
、
地
元
質
美
小

と
連
携
し
た
食
育
運
動
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

瑞穂地区の各地域振興組織の概要
質美地域振興協議会

昭和６３年

質美振興センター

行仏、中村、庄ノ路、和田、
上野、下村、北久保の７区
で構成

○各区長
○質美地域在住の町議
会議員
○財産区管理会会長お
よび職務代理者
○公民館長および公民
館主事
○会員の中から会長が
委嘱した人

以上が協議会の構成員とし
て組織を運営。
（会員は同会の規約で質美
地域のすべての住民と定め
られている）

会長（１人）
副会長（１人）
マネージャー（１人）
理事（５人）
監事（２人）
（任期は３年。会員の互選に
より選出）

質美財産区管理会の事
務取扱者が兼務。活動
の企画立案担当として
マネージャー（1人）を
設けている

○住民要望の集約、各関
係機関への請願・陳情
○環境対策、農業活性化
対策の推進
○質美八幡宮ひ曳き山
行事の保存
○食育運動、あいさつ運
動の推進など

三ノ宮地域振興会

昭和５１年

三ノ宮基幹集落センター

保井谷、粟野、妙楽寺、水
呑、三ノ宮、質志、戸津川、
猪鼻の８区で構成

○各区長
○三ノ宮地域在住の町
議会議員
○財産区管理会委員
○質志鐘乳洞保勝会
○公民館、福寿会（老人
会）、消防団、女性会、
三ノ宮小ＰＴＡ、地域
農場づくり協議会の代
表者

以上を会員として組織を構
成。（会員数３２人）

会長（１人）
副会長（１人）
幹事（若干名）
庶務会計（１人）
監事（２人）
（任期は１年。会員の互選に
より選出）

庶務会計が担当

○住民要望の集約、各関
係機関への請願・陳情
○質志鐘乳洞や城山公
園（三之宮城跡）を軸
とした地域全体の振
興策の展開
○収穫感謝祭などのコ
ミュニティ事業など

梅田地域振興会

昭和６１年

梅田振興センター

坂井、水原、上大久保、下
大久保、鎌谷下、鎌谷中、
鎌谷奥、東又の８区で構成

○各区長
○梅田地域在住の町議
会議員
○財産区管理会委員
○公民館長
以上を会員として組織を構
成。（会員数１９人）

会長（１人）
副会長（１人）
庶務会計（１人）
理事（２人）
（任期は２年。会員の互選に
より選出）

梅田財産区管理会の事
務取扱者が兼務

○住民要望の集約、各関
係機関への請願・陳情
○地域振興に関する視
察研修
○学校見守り活動（明俊
小安全ボランティア）
への協力・支援

○その他コミュニティ事
業（町内めぐり）など

桧山地域振興会

昭和５６年

桧山財産区事務所
（桧山公民館内）

中台、橋爪、和田、井脇、
大朴、井尻、八田、小野、
長谷の９区で構成

○各区長
○桧山地域在住の町議
会議員
○財産区管理会委員

以上を会員として組織を構
成。（会員数１９人。顧問を
除く）

会長（１人）
副会長（１人）
理事（若干名）
監事（２人）
（任期は２年。会員の互選に
より選出）

桧山財産区管理会の事
務取扱者が兼務

○住民要望の集約、各関
係機関への請願・陳情
○各区の要望課題など
についての現地踏査・
協議
○視察研修など

【資料】各組織の平成１８年度総会資料などによる

名称

設立年

拠点施設

構成区

組織構成

役員

事務局

主な事業

ひ

桧梅

質

三

現地踏査を行い、地域内の課題など
を見てまわる会員（国道173号、和田）
平成14年撮影

「町内めぐり」を実施。町内の各施設、
企業などを見学する参加者（丹波ワ
イン工場、豊田）

遊歩道の設置に汗を流す会員（三ノ宮）「やすらぎの道」と銘打って、府道沿
いに桜を植樹する質美地区の人び
と（府道上野水原線、質美）

や
ま
う
ち
か
ず
と
よ



「
フ
レ
ン
ズ
」
が
新
人
戦
で
優
勝

TO
W

N
N

EW
S 2007

フラッシ
ュ

ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
と
姉
妹
都
市
協
定
を
締
結

丹
波
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
発
足

献
血
事
業
へ
の
貢
献
に
赤
十
字
か
ら
表
彰

旧
丹
波
町
の
姉
妹
都
市
で
、
合
併
後
も
こ
れ
を
引
き
継
い
で
友
好
交
流
を
行
っ

て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
・
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市

と
二
月
九
日
、
京
丹
波
町
と
し
て
正
式
に
姉
妹
都
市
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

協
定
の
締
結
に
あ
た
っ
て
、
松
原
茂
樹
町
長
や

京
丹
波
町
国
際
交
流
協
会
（
野
口
久
之
会
長
）
の

会
員
ら
二
十
八
人
が
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
を
訪
問
。

両
市
町
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
の

レ
ッ
ク
ス
・
ス
タ
ブ
ス
市
長
と
松
原
町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
両
市
町
長
は
互
い
に
握
手
を
交
わ
し
和
や
か
に
会
談
。
今
後
は

両
市
町
民
の
友
情
と
相
互
理
解
、
親
善
を
深
め
る
た
め
、
文
化
・
教
育
・
芸

術
・
経
済
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
活
発
に
交
流
す
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
ま
し
た
。

旧
丹
波
町
と
ホ
ー
ク
ス
ベ
リ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
が
始
ま
っ
た
の

は
昭
和
六
十
三
年
。
以
来
、
交
換
留
学
な
ど
を
通
じ
て
、
交
流
・
親
善
を
深

め
て
き
ま
し
た
。

木
下
千
恵
子
さ
ん
（
本
庄
）
が
こ
の
ほ
ど
、
多
年
に
わ

た
る
献
血
事
業
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
日
本
赤
十
字
社

の
銀
色
有
功
賞
（
献
血
歴
十
五
年
以
上
）
を
受
賞
。
ま
た
、

団
体
で
は
、
ロ
ゴ
ス
神
学
院
（
藤
代
信
院
長
、
質
美
）
に
、

日
本
赤
十
字
社
京
都
支
部
（
荒
巻
禎
一
支
部
長
）
か
ら
感

謝
状
（
献
血
歴
十
年
以
上
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

丹
波
地
区
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
丹
波
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
総
会
が

二
月
二
十
六
日
、
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

松
原
茂
樹
町
長
な
ど
来
賓
や
関
係
者
ら
約
四

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
地
域

に
お
い
て
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
人
々
が
自
由
に

参
加
で
き
る
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

こ
と
で
、
町
内
で
は
瑞
穂
地
区
に
四
ク
ラ
ブ
、

和
知
地
区
に
一
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
、
地
域
住

民
の
自
主
運
営
の
も
と
、
多
世
代
の
住
民
が
多

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
の
設
立
総
会
で
は
、
丹
波
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
規
約
や
役
員
、
事
業
計
画
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
平
成
十

七
年
五
月
に
旧
丹
波
町
の
体
育
協
会
や
体
育

指
導
員
な
ど
関
係
者
で
設
立
準
備
委
員
会
を

発
足
。
約
二
年
間
か
け
て
綿
密
な
準
備
作
業

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
会
員
制
で
、
年
会
費
二
千
円
。

た
だ
し
、
種
目
ご
と
に
参
加
料
を
支
払
う
こ

と
で
、
会
員
以
外
の
人
も
参
加
、
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

毎
週
火
・
木
曜
日
に
町
中
央
公
民
館
や
蒲

生
野
中
体
育
館
な
ど
を
会
場
に
、
ヨ
ガ
教
室

や
エ
ン
ジ
ョ
イ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

ッ
ト
サ
ル
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

役
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

会
長
／
中
野
昭
（
豊
田
）

副
会
長
／
稲
葉
文
男
（
下
山
）

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
西
垣
正
則
（
高
岡
）

事
務
局
長
／
山
内
秀
文
（
下
山
）

会
計
／
高
屋
敦
彦
（
蒲
生
）

下
山
区
民
ら
、不
法
投
棄
防
止
対
策
に
汗
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二
月
十
八
日
、
畑
川
ダ
ム
建
設
予
定
地
周
辺
で
、
地
元
の
下

山
区
と
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
区
の
区
民
ら
約
九
十
人
が
、
不
法

投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
回
収
し
て
地
域
の
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
水
源
地
で
も
あ
る
同
ダ
ム
建
設
予
定
地
で

不
法
投
棄
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
下
山
区
や
グ
リ
ー
ン
ハ
イ

ツ
区
、
両
区
民
ら
で
つ
く
る
畑
川
ダ
ム
対
策
委
員
会
が
初
め

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
小
雨
が
降
る
中
、
参
加
者
た
ち
は
約

四
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
府
道
や
町
道
沿
い
の
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
不
法
投
棄
さ
れ
た
大
型
ご

み
を
回
収
。
集
め
た
ご
み
は
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
約
三
十
台
分

に
も
な
り
ま
し
た
。
両
区
は
、
今
回
の
美
化
作
業
を
不
法
投
棄

の
防
止
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
、「
助
役
」
の
呼
称
が
「
副
町
長
」
に
変
わ
り
ま
す

平
成
十
八
年
六
月
七
日
、
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
三

号
）
が
公
布
さ
れ
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。

今
回
の
地
方
自
治
法
改
正
は
市
町
村
合
併
が
急

速
に
進
展
し
た
今
日
、
住
民
と
直
接
か
か
わ
り
の

あ
る
市
町
村
の
規
模
や
能
力
が
拡
大
し
た
こ
と
や
、

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
な
ど
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
長
が
適
切
な
行
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
現

行
の
助
役
制
度
を
よ
り
権
限
が
強
化
さ
れ
た
副
市

町
村
長
制
度
に
変
更
す
る
な
ど
の
法
整
備
が
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
現
在
の
助
役
二
人
体
制
を
そ
の
ま

ま
副
町
長
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の

副
町
長
制
度
へ
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、
地
方
自
治
法
改
正
に

関
係
す
る
条
例
を
昨
年
十
二
月
二
十
八
日
に
公
布

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
収
入
役
制
度
を
廃
止
し
、
一

般
職
の
「
会
計
管
理
者
」
を
置
く
こ
と
、
吏
員
制
度

を
廃
止
し
、
一
律
に
「
職
員
」
と
す
る
な
ど
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

本
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
行
事
や
文
書
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
「
副
町
長
」
や
「
会
計
管
理
者
」
と
い

う
呼
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
概
要

こ
の
法
律
は
、
第
二
十
八
次
地
方
制
度
調
査
会

に
よ
る
「
地
方
の
自
主
性
・
自
立
性
の
拡
大
お
よ
び

地
方
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
」（
平
成
十
七

年
十
二
月
九
日
）
に
の
っ
と
り
、
地
方
分
権
の
推
進

に
資
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
・

自
立
性
の
拡
大
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
た
め
、

地
方
自
治
法
お
よ
び
関
係
法
律
の
整
備
が
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

１
　
助
役
制
度
見
直
し
に
関
す
る
事
項

【
施
行
期
日
】
平
成
十
九
年
四
月
一
日

【
内
容
】

（
１
）
市
町
村
の
助
役
に
代
え
て
、
市
町
村
に
「
副

市
町
村
長
」
を
置
く
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
副
市
町
村
長
の
定
数
は
、
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
３
）
副
市
町
村
長
の
職
務
と
し
て
、
現
行
の
助
役

の
職
に
加
え
、「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
の

命
を
受
け
政
策
お
よ
び
企
画
を
つ
か
さ
ど
る

こ
と
」
お
よ
び
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
に
つ
い
て
、

そ
の
委
任
を
受
け
、
そ
の
事
務
を
執
行
す
る

こ
と
」
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
現
行
の
助
役
に
比
べ
、
副
市
町
村
長

の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

２
　
収
入
役
制
度
見
直
し
に
関
す
る
事
項

【
施
行
期
日
】
平
成
十
九
年
四
月
一
日

【
内
容
】

（
１
）
収
入
役
が
廃
止
さ
れ
、
普
通
地
方
公
共
団
体

に
「
会
計
管
理
者
」
一
人
を
置
く
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

（
２
）
会
計
管
理
者
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長

の
補
助
機
関
で
あ
る
職
員
の
う
ち
か
ら
、
普

通
地
方
公
共
団
体
の
長
が
命
じ
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。
会
計
管
理
者
は
、
法
律
ま
た
は
、

こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
特
別
の
定
め
が
あ
る

も
の
を
除
く
ほ
か
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団

体
の
会
計
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

３
　
吏
員
制
度
廃
止
に
関
す
る
事
項

【
施
行
期
日
】
平
成
十
九
年
四
月
一
日

【
内
容
】
普
通
地
方
公
共
団
の
「
吏
員
」
と
「
そ
の
他

の
職
員
」
の
区
分
お
よ
び
「
事
務
吏
員
」
と
「
技
術

吏
員
」
の
区
分
が
廃
止
さ
れ
、「
職
員
」
に
統
一
さ

れ
ま
し
た
。

二
月
十
七
日
に
京
都
市
体
育
館
（
京
都
市
西
京
極
）

で
開
催
さ
れ
た
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
新
人
戦

「
第
二
十
二
回
京
都
府
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人

大
会
」（
府
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
な
ど
主
催
）

で
、
町
内
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
「
フ

レ
ン
ズ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

主
将
の
今
出
麻
衣
さ
ん
（
丹
波
ひ
か
り
小
・
五
年
）

は
「
緊
張
し
て
い
た
が
、
勝
ち
進
む
に
つ
れ
、
動
き

も
良
く
な
り
、
声
も
出
て
き
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

勝
つ
こ
と
が
で
き
た
。
次
の
大
会
も
が
ん
ば
り
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
。
フ
レ
ン
ズ
は
昨
夏
の
「
全
京
都
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
で
も
優
勝
し
て
お
り
、
六

年
生
の
栄
冠
に
次
ぐ
、
今
回
の
新
チ
ー
ム
で
の
快
挙
に
、
選
手
を
は
じ
め
チ
ー
ム
関
係
者
や
保
護
者

ら
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

同
チ
ー
ム
に
は
丹
波
ひ
か
り
小
の
児
童
の
ほ
か
、
合
併
前
か
ら
和
知
地
区
の
小
学
生
五
人
が
加
わ

り
、
厳
し
い
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
山
口
孝
和
さ
ん
（
市
場
）
は
「
小
学
校
単
位
の
チ

ー
ム
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
中
で
、
競
争
意
識
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
今
は
、
和
知
地
区
か
ら
五
人
だ
け
の
参
加
だ
が
、
和
知
も

含
め
て
い
ろ
ん
な
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
入
部
を
呼
び
か
け
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

 保
護
者
ら
の
声
援
を
受
け
熱
戦

二
月
二
十
五
日
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ

ホ
ッ
ケ
ー
場
で
「
第
二
十
回
京
都
府
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
」（
京
都
府
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
ホ
ッ

ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
十
一
チ
ー
ム
、
約

八
十
人
が
参
加
。
保
護
者
ら
の
声
援
を
受
け
、

子
ど
も
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
桧
山

わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
男
女
と
も
に
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

【
男
子
の
部
】

優
勝
／
桧
山
わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝
／
質
美
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
女
子
の
部
】

優
勝
／
桧
山
わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝
／
質
美
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

協定書にサインした松原町長とレックス・スタブス
市長（ホークスベリー市内のホテル）

感謝状を受けたロゴス神学院の皆さん（同学院、質美）

銀色有功賞を受賞した木下千恵子さん

フレンズの皆さん（丹波ひかり小体育館、曽根）
白熱したせり合いを見せる明俊スポ少と
質美スポ少（グリーンランドみずほホッケー場）

設立総会であいさつする
中野会長（町中央公民館）ゴミ回収に汗を流す区民ら（畑川ダム建設予定地周辺、下山）
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丹波高原につつまれ 人の交流・連携で築く ぬくもりと躍動のあるまち
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お
年
寄
り
と
手
芸
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に

ゲ
ー
ム
し
た
り
し
て
過
ご
す
の
は
楽
し
い
で

す
」
と
話
す
の
は
、
山
根
佳
代
さ
ん
（
瑞
穂
中
・

二
年
）
だ
。
山
根
さ
ん
は
、
春
休
み
や
夏
休

み
な
ど
を
利
用
し
て
、
自
主
的
に
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
き
っ
か
け
は
、
小
学
五
年
生
の
と
き
だ

っ
た
か
な
・
・
・
。
夏
休
み
に
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
も
う
』
と
い
う
課
題
が
あ

り
、『
ほ
ほ
え
み
』（
瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
愛
称
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
振

り
返
る
山
根
さ
ん
。
以
来
、
山
根
さ
ん
は
学

校
の
長
期
休
暇
中
に
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
以

外
に
時
間
を
見
出
し
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ

い
の
時
間
を
持
っ
て
い
る
。

山
根
さ
ん
の
活
動
の
場
は
瑞
穂
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
和
田
）。
介
護
予
防
リ
ハ
ビ
リ
を

利
用
す
る
高
齢
者
た
ち
と
共
に
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
り
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
入
り
の
ポ
プ
リ
づ

く
り
な
ど
の
手
芸
を
手
伝
っ
た
り
し
て
い
る
。

一
方
で
、
乳
幼
児
と
保
護
者
ら
が
集
う
子
育

て
支
援
事
業
「
リ
ト
ル
ほ
い
く
え
ん
」
で
乳

幼
児
の
世
話
や
遊
び
相
手
に
な
る
な
ど
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
山
根
さ
ん

は
こ
の
ほ
ど
、「
平
成
十
八
年
度
南
丹
船
井

地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
こ
ど
も
福
祉
活

動
表
彰
」
を
受
賞
し
た
。
こ
れ
ま
で
活
動
を

続
け
て
き
た
背
景
と
し
て
山
根
さ
ん
は
、
母

親
が
福
祉
関
係
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
影

響
も
大
き
い
と
話
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
、「
人
と
接

す
る
う
え
で
、『
気
づ
か
い
』
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
」
と
山
根
さ
ん
。「
今
後
も
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
た
。「
将
来
は
、
福
祉
関
係
の
仕
事

が
で
き
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

山
根
さ
ん
の
顔
に
笑
み
が
浮
か
ん
だ
。

「気づかい」の大切さ学んだ
山根 佳代さん（瑞穂中・２年）　質美
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日
に
日
に
あ
た
た
か
さ
が
増
し
、
春
め
い
て
き
た
。
三
月
は
卒

業
シ
ー
ズ
ン
。
別
れ
の
季
節
で
あ
る
と
と
も
に
新
し
い
生
活
へ
の

準
備
期
間
で
も
あ
る
。
皆
さ
ん
は
卒
業
式
に
ど
ん
な
思
い
出
を
お

持
ち
だ
ろ
う
か
。
編
集
子
に
は
こ
れ
と
い
っ
て
思
い
出
は
な
い

が
、
唯
一
、
大
学
の
卒
業
式
当
日
の
こ
と
は
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

編
集
子
が
所
属
し
て
い
た
ホ
ッ
ケ
ー
部
で
は
先
輩
を
後
輩
が
胴

上
げ
を
し
て
送
り
出
す
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
編
集
子
も
卒

業
す
る
と
き
に
は
宙
を
舞
っ
た
。
後
輩
時
代
に
は
、
う
つ
伏
せ
で

担
が
れ
て
宙
に
舞
う
先
輩
、
勢
い
よ
く
胴
上
げ
さ
れ
、
ス
ー
ツ
が

破
れ
て
し
ま
っ
た
先
輩
な
ど
も
見
て
き
た
。「
果
た
し
て
後
輩
た

ち
は
ど
ん
な
胴
上
げ
で
送
り
出
し
て
く
れ
る
の
か
？
」、
少
し
の

不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
、
後
輩
た
ち
を
信
頼
し
身
を
任
せ
た
の
だ

が
、
や
は
り
頭
を
し
っ
か
り
抱
え
て
、
宙
に
舞
っ
て
い
た
の
を
思

い
出
す
。
社
会
に
出
る
直
前
の
「
卒
業
」
と
い
う
も
の
は
、
や
は

り
最
も
印
象
に
残
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
れ
か
ら
十

年
。
ま
だ
胴
上
げ
の
恒
例
行
事
は
続
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ふ
と

考
え
て
し
ま
っ
た
。
▼
職
場
に
お
い
て
は
、
三
月
は
年
度
の
締
め

く
く
り
。
今
年
度
も
無
事
に
十
二
号
の
広
報
京
丹
波
を
発
行
で

き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
だ
。

（
Ｙ
）

人口 17,627(－11）
男 

8,362（－11）
女 

9,265（± 0）
世帯数 6,501（＋ 1）

わたしたちの町

3月1日現在／（　）は前月比

編
集
後
記

４月から新しい友だちと
いっしょだね

梅田保育所

質美保育所

やま ね か よ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
京
丹
波
（
第
十
六
号
、
二
月
十
五
日
発
行
）
の
九
ペ
ー
ジ
、『
京

丹
波
町
き
ら
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
』
の
本
文
八
行
目
、「
現
在
、
会
員

は
二
十
五
人
。」
は
、「
現
在
、
会
を
運
営
す
る
代
表
委
員
は
二
十
五
人
。」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


